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1．はじめに

熊本市には指定文化財が256件(1)あり、そのうち熊本地震で被災したのは70件である（平

成28年11月1日現在)。その中には、大々的に報道されている熊本城や全壊してしまった洋

学校教師館（ジェーンズ邸）など、見るに堪えない光景のものも少なくない。ここで報告する

釜尾古墳も墳丘が崩落し、ショッキングな姿になっている。さらには当然のことながら、損害

を受けたのは指定されたものばかりではない。いわゆる「未指定の文化財」も数多く被災して

おり、256分の70では表すことができない文化財の被災状況がある。

被災文化財が多いために、熊本城など大々的に報じられているもの以外の損害は案外見え-に

くくなっている。ここでは、熊本市の被災古墳の中でも被害の大きかった釜尾古墳、石之室古

墳の2基を取り上げ､少しでも多くの方に被害状況を知っていただきたいと思う。

2釜尾古墳

（1）概要

i)古墳の位置

古墳

図1釜尾古墳と石之室古墳の位置図
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井芹川を望釜尾古墳は熊本市北区釜尾町字同免に所在している。金峰山の東麓にあたり、

む釜尾丘陵の東端に位置する。眺望が非常に良い場所で、周りは神社や畑地に’

標高は約60mである。

は神社や畑地になっている。
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